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古着や小型家電も､さらに出しやすく
　町では、平成15年度に8,043トンあった焼却ごみ量に対し、平成27年度にはそ
の30％減となる5,630トンを目標に、焼却ごみ量の減量推進に取り組んでいます。
　平成25年度の焼却ごみ量は、皆さんのご協力により5,284トンとなり、その目
標値をクリアすることができました。
　今年度は昨年に引き続き、町内から排出された剪定木や草葉も細かく裁断し、チップなど
の資源化に努めていくとともに、２月に下諏訪町立図書館横に設置した24時間対応の古布収
集ボックスによる古着等の無料回収や、パソコンなどの電気や電池で動く小型家電の無料回
収など、これまで以上に資源となる不用品を出しやすくしています。
　今後も、ごみ分別の徹底をしていただき焼却ごみの減量と資源物量の増加にご
協力をお願いします。

　下諏訪町のごみ排出量は、皆さんのごみの分別や
減量へのご協力により、平成25年度は、平成24年
度よりも１人あたりの年間ごみ排出量を約10kg減
らしていただきました。また町全体では、焼却ごみ
量は約300トンも減量され、資源物量が約30トン
増えていることから、分別が確実に行われているこ
とが分かります。

　清掃センターや旧処分場などにおける、ダイオキ
シンの測定結果は、国で定められた排出基準を大幅
に下回っています。

　平成25年度は、草木の資源化にご協力を
いただきましてありがとうございました。収
集した草木は、清掃センターでチップや薪な
どに加工し、無料で配布しています。詳しく
は清掃センターまでお問い合わせください。
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平成24年度ダイオキシン測定結果
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南側河川
北側河川 ■問い合わせ　下諏訪町清掃センター

　　　　　　　電話27－9240

～ごみ処理等の状況の
　　　　　　お知らせ～
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都市計画道路の見直し方針をお知らせします

　町では、効率的・効果的な道路整備のため、未整備となっている都市計画道路の全区間を対象として、
必要性などの評価を行い、平成25年度に住民説明会を開催し、有識者からなる都市計画道路見直し検討委
員会の検証を経て、次の区分で構成する都市計画道路の【見直し方針】を定めました。

①存続区間　必要性、実現性が高く、現計画どおり存続します。
②変更区間　実現性に困難があるものの、必要性が高く、線形・幅員の変更を検討します。
　　　　　　※詳細な変更案については、都市計画変更手続きにおいて路線ごと検討します。
③廃止区間　必要性が低く、実現性に困難があるもので、他の路線や現道での代替が可能であり、廃止し

ます。
　　　　　　※廃止路線は、平成26年度中に都市計画変更のための手続きを進めます。

　【見直し方針】において存続・変更となった区間については、優先順位を定め、計画的な整備を行っていき
ます。特に国道20号バイパスに接続する「赤砂東山田線」を最優先区間と位置付け、平成26年度中に整備に
向けた都市計画変更を行い、平成32年度までに整備または着手を目指します。
　なお、詳細な変更案については、今後開催する住民説明会において地元の皆さまと協議いたします。
　説明会の日程等については班回覧等で周知いたします。

■問い合わせ　下諏訪町 建設水道課 都市整備係　電話27－1111（内線244）

赤砂東山田線（区間12-1～12-4）の計画変更について


